International Students at Tokyo Higher School of Arts & Technology( currentlyFaculty of Technology, Chiba University) in Prewar-Days by 見城, 悌治
29
国際教育　第 6号　（2013 年 3 月）
戦前期における東京高等工芸学校（現千葉大学工学部）の留学生とその動向
International Students at Tokyo Higher School of Arts & Technology （currently 
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見城悌治　
要旨
　千葉大学工学部の前身にあたる東京高等工芸学校に、戦前期において在籍修
学していた留学生について、年次別入学者の変遷、出身地、卒業・中退の別、
卒業後の職業、在学中の修学状況などについて整理し、それぞれの特色を示し
た。
　同校の留学生は、戦前期の他の専門分野同様、東アジアの留学生が中心で
あったが、工芸図案や写真が学べた学校の特色もあってか、それ以外の地域の
留学生も少なくなかったこと、帰国後、著名な画家になったＯＢがいたこと等
についても言及した。
はじめに
　筆者は、この間、現在の千葉大学に繋がる旧制の高等教育機関が受け入れていた留学生
の概況を整理し、千葉大学の留学生受入れ史、広くは近代日本の留学生史を顧みることを
目的とする作業を継続してきた。すなわち、千葉大学医学部・薬学部の前身にあたる千葉
医学専門学校、千葉医科大学時代の留学生（1）および、千葉大学園芸学部の前身にあたる
千葉高等園芸学校時代の留学生（2）の動向について、これまでまとめてきた。医学部には
『千葉大学医学部八十五年史』（1964 年）が、園芸学部には『千葉大学園芸学部七十年史』
（1981 年）がそれぞれあるが、留学生をめぐる記述はほとんどなかったため、筆者の作業
にも、何がしかの存在意味はあったと考えている（3）。
　その続編として、本稿は、千葉大学工学部の前身にあたる東京高等工芸学校時代の留
学生についてまとめることを課題とする。この東京高等工芸学校（以下、原則的に「東
高芸」と略記する）が創立されたのが 1921 年であるため、千葉大学工学部は 1982 年に、
812 頁にわたる浩瀚な『千葉大学工学部六十年史』を発刊した（4）。しかし、上記の学部史
と同様に、留学生をめぐる叙述はほとんどなされていない。
　21 世紀に入り、「国際化」や「留学生受入れ」が大学の社会的任務として一層重要視さ
れていく中で、工学部の前身にあたる東京高等工芸学校時代の留学生について、まとめて
おくことは、「グローバル化」の淵源を考える資料にもなると考えている。
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1．東京高等工芸学校の歴史と特色
　1921 年 12 月の勅令によって設置された東京高等工芸学校に、第一期生が入学したのは、
翌 1922 年 4 月である。そして、校名に「東京」が冠せられていることから分かるように、
学校が置かれた場所は、東京市芝区新芝町（現在の東京都港区芝浦 3丁目）であった。
同校が創設された背景には、次のような事情があったとされる。すなわち、初代（および
4 代）の校長となる松岡寿は、もともと東京高等工業学校（現東京工業大学）の工業図案
科の教員（科長）であったが、1914 年、同科が東京美術学校（現東京芸術大学）の図案
科に併合され、廃止となってしまう。そこで、ウィーン留学で工芸図案を専攻してきた安
田禄造（のち、4 代目校長）とともに、「貿易の振興、生活文化向上のうえからも、図案
および応用を専門とする工芸の高等教育機関設置の必要を熱心に提唱」（5）した結果、第一
次世界大戦後の日本社会で高等教育機関の増
設を認める方向性とうまく合致し、新規設置
が認められた。
　同校の創設目的は、「本校ハ実業学校令及
専門学校令ニ依リ、工芸ニ従事セントスル者
ニ高等ノ学術技芸ヲ授クル所トス」とされ、
創立時の学科構成は、工芸図案科・同科附属
工芸彫刻部・金属工芸科金属製品分科・同精
密機械分科・木材工芸科・印刷工芸科から
なっていた。修業年限は 3年であった（6）。
　「工芸」の名を持つ高等教育機関には、
1902 年設立の京都高等工芸学校（現京都工
芸繊維大学）が既に存在したが、それに次ぐ
全国で二番目の「高等工芸学校」誕生であ
る。ここでいう「工芸」は、図案（産業デザ
イン）の意味合いが強く、工業学校と美術学
校の境界領域を扱うところに最大の特色が
あった。それについて、『千葉大学工学部六
十年史』は、「図案と彫刻はデザインの基礎
であり、金属と木材は代表的な材料とその加
工、精密は多量生産に関与するものであり、
印刷、写真は新しい情報分野として、まさに
この頃の教育・研究は「工芸の殿堂」にふさ
わしいものであった（略）大正から昭和にか
けて工芸の産業的な発展は、本校入学志願者
にも反映し、開校時には 280 名であったの
『東京高等工芸学校一覧』口絵より
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が、昭和 5年度においては 973 名、入学率 12.7％、同 6年度は 1001 名、入学率 11.4％と
なって、いよいよ狭き門となり、当時受験生の間でも難関の一つに挙げられた」（7）と書き、
社会的ニーズに応えた同校の役割を高く評価している。
　しかし、同校は、太平洋戦争末期の 1944 年 4 月、高等教育機関の改編政策により、「工
芸」の看板を下ろさざるを得ず、校名も東京工業専門学校と改称される。また、1945 年 5
月 25 日の東京空襲で、校舎がほとんど焼失したため、敗戦後の 10 月、千葉県松戸市岩瀬
にあった陸軍工兵学校の跡地へ移転することが決定された。1948 年に入ると、千葉県内
に存在する高等教育機関の関係者が集い、「千葉大学」設置の会合が持たれ、東京工業専
門学校もそれに参加することになった。そして、1949 年 5 月、新制千葉大学が発足した
際、設立当初の名前を用い、「千葉大学工芸学部」として新たな歩みを始めることになっ
たのである（「工芸学部」は、1951 年「工学部」へと改称される）。
　千葉大学工学部が、その直接の前身校を、東京高等工芸学校とするのは、以上の経緯か
らである。なお、工学部のキャンパスは、20 年余り松戸市岩瀬に置かれていたが、1964
年に千葉市弥生町（西千葉キャンパス）に移転統合された（8）。
　なお、東京高等工芸学校の歴史については、『千葉大学工学部六十年史』のほか、松戸市
教育委員会が編集した展覧会カタログである『デザイン揺籃時代展－東京高等工芸学校の
あゆみ（1）』（1996 年）、『視覚の昭和　1930 ～ 40 年代－東京高等工芸学校のあゆみ（2）』
（1998 年）、『デザインにっぽんの水脈－東京高等工芸学校のあゆみ（3）』（2000 年）が、森
仁史氏、柏木博氏、水沢勉氏等の論文と多くの写真資料等を掲載し、きわめて有益である。
2．東京高等工芸学校の留学生たち
①東京高等工芸学校の留学生名簿
　学校が編集発行する公的史料たる『東京高等工芸学校一覧』は開校した 1922 年 11 月に
「大正十年度」版がはじめて発刊された。その「東京高等工芸学校規則」に示された「外
国人」規程には、「外国人ニシテ入学ヲ志願スルモノハ、外務省在外公館又ハ本邦所在其
ノ国公館ノ紹介書ヲ添ヘ出願スベシ。詮議ノ上入学ヲ許可スルコトアルベシ（第 53 条）」、
「外国人ニ対シテハ、総テ本校規則ヲ準用ス（第 54 条）」（9）とされていて外務当局が認可
した者しか入学できなかった。また、「大正十三年度」版には、1901 年に制定された「文
部省直轄学校外国人特別入学規程」が改めて掲載されており、「第一条　外国人ニシテ文
部省直轄学校ニ於テ、一般学則ノ規定ニ依ラス、指定ノ学科一科若ハ教科ノ教授ヲ受ケン
トスル者ハ、外務省、在外公館又ハ本邦所在ノ外国公館ノ紹介スルモノニ限リ、特ニ之ヲ
許可スルコトアルベシ」、また 1911 年に制定された「台湾朝鮮人特別入学ニ関スル件」も
掲げられ、「文部省直轄学校外国人特別入学規程ハ、台湾人若クハ朝鮮人ニ之ヲ準用ス、
但シ其入学ニ関シテハ台湾総督府又ハ朝鮮総督府ノ紹介ヲ要ス」（10）とされた。
　東高芸は 1922 年 4 月に開校したので、すでに台湾・朝鮮は日本の統治下に入っていた。
したがって、狭義の外国人留学生には当たらないが、「準用」するという上記規程に則り、
32
戦前期における東京高等工芸学校（現千葉大学工学部）の留学生とその動向（見城）
台湾、朝鮮籍の学生も、本稿では「留学生」として整理することを断わっておく。
　さて、東高芸の留学生について、整理したものが、実はすでに 2 つ存在する。一つは、
鶴田武良「留日美術学生」である（11）。ここでは、東高芸に 1939 年度までに留学した中国
籍・満洲籍 15 名の名前や入学・卒業年次、また卒業後の勤務先を挙げている。しかし、
鶴田氏の課題は、中国留学生の整理にあるため、1940 年以降の状況や中国以外の地域か
ら実態は不明なままである。
　もう一つは、吉田千鶴子『近代東アジア美術留学生の研究－東京美術学校留学生資料』
である（12）。吉田氏は、東京美術学校以外の美術、工芸系諸学校への留学生についても紹
介し、東高芸については「大正 11 年に開設された官立の専門学校であり、東アジアの留
学生 22 名がここで工芸を学んだ」（p138）と書き、「東アジア」からの留学生として、朝
鮮、台湾を含んだ都合 22 名の名前を挙げる（中国・満洲は、うち 17 名）。
　しかし、東アジア以外の留学生を含んでおらず、「東高芸留学生の全貌把握」という観
点からすると、これまた不十分なデータとなっている（筆者の整理の結果、東アジア留学
生の総数も増加した）。
　以下に、表 1 として、筆者が作成した東高芸の留学生一覧（1922 ～ 45 年）を掲げる。
これは、毎年発行されていた『東京高等工芸学校一覧』を基本資料とし、それに、戦前期
において中国留学生の受入や管理統括を行っていた「日華学会」（13）が発行していた『留日
学生名簿』、また、『千葉大学工学同窓会名簿』（14）などを参照し、完成させたものである。
　これによれば、戦前戦中期の東工芸に入学在籍していた外国人学生の総人数は、中退者
を含め、41 名（再入学者が 1 名いるので、実質人数は 40 名）であった。一覧は、左から
通し番号、名前、国・地域名、在籍学科名、入学年月、卒業年月、身分、出身地および出
身学校、卒業後の職業をそれぞれ示している。
［表 1］　東京高等工芸学校における留学生一覧（1922 ～ 1945 年）
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②東京高等工芸学校留学生の特色
1）国別および専門別の特色
　表 2は、東高芸留学生の国・地域別、専攻別に整理し直したものである。その最大の特
色と言えるのは、40 名（アフガニスタン人が 2 度入学をしているので、延べ人数として
は 41 名）しか留学生がいなかったにも関わらず、その国籍等が、11 の国と地域に亘るこ
とである。筆者の旧稿に照らせば、271 名を数えた千葉医専・医大への留学生の出身が、
中国、朝鮮、台湾、満州の 4 地域であったこと、人数が東高芸留学生とほぼ同じ 45 名で
あった千葉高等園芸学校留学生も中国、朝鮮、台湾の 3 地域のみであったことに較べる
と、きわめて多彩な地域からの留学生を受け入れていたことが分かる。
　その中で、最も多いのは、やはり中国籍の学生で、17 名を数えた。全体比でいうと 4
割強になる。専攻した分野には著しい特色がみえ、13 名（全中国留学生中の 76％）が工
芸図案科で学んでいる。実は、41 名の留学生中、工芸図案専攻は 14 名なので、そのほと
んどが中国の学生であったことになる。
［表 2］　東京高等工芸学校留学生　国・地域別、専攻別　一覧
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　　　注記：工芸は工芸図案科、印刷は印刷工芸科、写真は写真部、精密は精密機械科および同二部、
　　　　　　　木材は木材工芸科および同別科、金属は金属工芸科、造型は造型工芸科をそれぞれ示す。
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　東高芸の工芸図案科が、第一次世界大戦後の貿易振興促進が求められる気運の中で、と
りわけ「産業デザイン」の発展を期して設置されたことは、第 1 章で述べた通りである。
中国留学生に関しては、判明している範囲では、帰国後、美術系の学校教員になった者が
多い。中国留学生が工芸図案科への入学を強く望んだことを、後に別の史料によって示す
が、1920 年代後半から 30 年代前半にかけ、中国でも、美術系の、あるいは産業デザイン
分野での人材が求められてきたことを反映したものと思われる。
　工芸図案に次いで、留学生の延べ数が多かったのは、印刷工芸で 11 名を数える。印刷
についても、日本の高等教育でその専門知識を教授する学校は少なかったこともあり、志
願者が多かったと思われる。先の工芸図案専攻がほぼ中国のみであったのに対し、印刷に
は 9 つの国と地域から学生がやってきている。第 3 位の写真も、6 つの国と地域から各 1
名が留学していた。大衆社会が成立し、メディアが大きく変貌してくる新しい時代に必要
となる印刷や写真の最新技術について、世界各地の学生が学んでいったことは、東高芸の
特色と言えるだろう。
　それ以外では、精密機械を学んでいた 5 名がすべて朝鮮学生であったことも興味深い。
植民地下の朝鮮で、この時期、高い知識を持った技術者が求められてきたことの反映では
ないかと思われる。
2）在籍留学生数の変遷とその特色
　40 名の留学生たちが、いつ入学し、またある年度において、何名が在籍していたかを
棒グラフにしたのが、図１である（ここでいう年度とは、同年 4月から翌年 3月までの間
を指し、その時期に一時的であっても在籍していた学生を「1」と数えた。「中退」した年
月が不明な学生もいるが、翌年度には在籍していない形の処理としている）。
　1922 年度から 45 年度までの 24 年間で、新入留学生がゼロだった年が 7 年あり、それ
は全体の 29％にあたる。一方、最も新入生が多かったのは 1936 年度の 10 名であり、こ
の年度は在学生を含めると、12 名の留学生が在籍していたことになる。
　この年度だけなぜ大量の留学生を受け入れたかは、現状で不明だが、全体から見ると、
「きわめて例外的だった」と評するほかない。2 番目に新入生が多かったのは、1942 年度
の 5名であり、受け入れゼロが 7年もあったことを勘案すれば、新入留学生は一、二人い
るか否かが、東高芸の一般的状況であったろう。
　なお、千葉医大や千葉高等園芸の留学生については、1937 年の日中戦争勃発以降も中
国留学生が少数ながらも入学し続けたが、東高芸の場合は、1937 年 4 月に入学した学生
がまもなく中退した後は、一人の入学も見なかったことも特色としてあげておく。
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3）留学生の身分別特色
　東高芸において、留学生は 5 つの身分で在籍していたことが先の表 1 から明らかにな
る。その中では、「選科生」と「研究生」が 14 名と最も多く、「本科生」も 11 名と少なく
ない。また、中退者が比較的少ないことには注目される。
　ここで、それぞれの身分について、「東京高等工芸学校規則」に基づいた説明をしてお
きたい。「本科生」は修業年限 3 年とされた一般的コースであるが、「研究生」は、「本校
又ハ他ノ実業学校卒業者ニシテ、既習ノ学科若ハ他ノ学科中之ニ関聯セル学科目ニ就キ、
更ニ研究セントスル者アルトキハ、詮議ノ上
研究生トシテ二年以内在学ヲ許可スルコトア
ルベシ（第 38 条）」と規定されていた。一方、
「選科生」とは、「本校所定ノ各学科中一学科
若ハ数学科目ヲ選択専修センコトヲ願出ツル
者アルトキハ、詮議ノ上選科生トシテ三年以
内在学ヲ許可スルコトアルベシ（第 45 条）」。
また、「本校ノ都合或ハ其ノ他特別ノ場合ニヨ
[表 3 ]　東高芸留学生の身分別　人数
??? ??? ???
??? ?? ? ?
??? ?? ?? ?
??? ?? ?? ?
??? ? ? ?
??? ? ? ?
?? ?? ?? ?
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[図１]　留学生の年度別入学者数・在籍者数
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リ、学年ノ半途ニ於テ入学ヲ許可スルコトアルベシ（第 49 条）」（15）と定められている。
　「研究生」は 2 年以内の在学を原則とし、受講科目数には、あまり制限がなかった。一
方、選科生は、3 年在学できるが、受講科目は数科目に限られたようである。また学年の
途中での入学も可とされており、確かに選科生には中途半端な時期に「入学」した学生が
散見される。
　「聴講生」は、1926 年の規程改正で導入された範疇で、「各学科ノ専門学科目ニ就キ、
一学科若ハ数学科目ノ聴講ヲ願出ヅル者アルトキハ、本科生ノ学修ニ妨ナキ限リ、詮議ノ
上聴講生トシテ之ヲ許可スルコトアルベシ（第 53 条）」であった（16）。
　「別科生」は、1931 年に新設された「木材工芸科別科」に所属した学生である。「東京
高等工芸学校別科規則」の第一条によれば、「本校別科ハ已ニ工芸ノ素養アルモノニ、更
ニ其専門技術ヲ専攻セシムル所トス」であり、修業年限は二年とされた（17）。このカテゴ
リーで確認できるのは、22 番の朝鮮学生一人である。帰国後ただちに職業学校に勤めて
いることから、すでに教員であった人物が、その技量を高めるために別科生になったので
はないかと推測される。
③東京高等工芸学校留学生の学園生活
1）中国留学生たちの修学や学資面における諸相
　戦前期の東高芸の留学生は実数で 40 名だったが、そのうちの 4 割は中国からの留学生
である。中国留学生は戦前期の日本において、留学生の主体であった。外務省外交史料館
が所蔵している史料の中には、留学生関連も多く含まれる。その中から拾い出すことを得
た東高芸留学生に関わる史料を、多少長めになるが、以下で紹介したい。
［王之英の事例］
　中国からの留学生・王之英【9】（留学生一覧の通し番号。以下、同じ）は、1930 年 5
月に工芸図案科彫刻科の研究生として入学し、34 年 3 月に修了している。王は、その後
の 4 月から 1 年間、京都高等工芸学校の陶磁器科での研究生を希望し、4 月 16 日付けで
許可が出された。そのことについて、ある新聞（18）は「京都高工に憧れ、二外国人入学―
陶磁器科の国際色」という記事が掲載されている。一人はインド学生で、もう一人の「王
之英君は北平の美術専門学校を卒業して来朝。東京高工で四ヶ年陶磁器を研究して、更に
京都高工で研究しようといふ熱心家で、二十五、六歳、すでに入学願書を出してゐる（略）
中華民国人はこれまでも卒業してゐるが、印度人は珍しい。それは兎も角、京都高工の名
声が大アジアに響いて、国際色を帯びて来たのは愉快である」と報道した。
　王は、陶磁器科で研究を継続したい理由について、東高芸での学習を終えた後、京都で
実地の経験をすることにより、「完全ニ学術ト技芸ヲ習得シテ、図案彫刻ニ対スル終局ノ
目的ハ、将来中華民国ノ陶磁器界ノ幼稚ナル現在ノ改善進歩計ル任務遂行ニ有」と書い
た「学資継続補給願」を 3月 3日付けで自ら書いている。そこに添付された「学業成績証
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明書」は、「図案」科目が「90 点」である旨が示されていた（王の東高芸の身分は研究生
だったので、おそらくこれのみを学んでいたものと推測される）。しかし、残念ながら、
「（東高芸にて）既ニ二ヶ年ノ補給ヲ受ケタル者ナルヲ以テ、此ノ上ノ継続ハ許可致難キ」
という理由で、転入学は認められなかった。その結果、王は 6月に帰国旅費 150 円を支給
され、中国に戻らざるを得なくなる（19）が、帰国後、河南省立工芸専門学校の教員に就い
たことは表 1の通りである。
［王道平の事例］
1933 年 4 月に工芸図案科の研究生として入学した王道平【11】は、当初は自費学生で
あったが、1934 年 9 月から 1 年間、「学資補給」を受けることを得た。王は、さらに 2 年
間の延長を希望する「学資補給継続願」を作成し、35 年 6 月外務省文化事業部長岡田兼
一に提出している。そこには、彼の 2 年間の修学歴がこう書いてあった。「実技基礎トシ
テハ、日本画、例ヘバ植物写生、動物剥製写生、石膏デッサン、油画、更ニ人体デッサ
ン、蝋染等実習シ来リ候ヘ共、此後更ニ進ンデ、専門ニ印刷図案、染色図案、金工図案、
装飾絵画ヲ専攻スル心組ニ候。従来、学科トシテモ図案学、色彩学、装飾沿革ノ授業ヲ聴
講致居候ヘ共、到底（昭和九年九月昭和十年八月）以上ノ期間丈ニテハ、学修出来難キ事
情ニツキ、此際更ニ二ヶ年間（昭和十年九月昭和十二年八月）迄充分学修致度候」云々。
　同校の工芸図案科長・宮下孝雄も彼の延長希望を後押しする「依頼状」を書き、王道平
は「入学以降学術技芸ニ精励着実ニシテ熱心ナリ。入学当初ヨリハ著シキ進境ヲ被認候モ
（略）僅カ一ヶ年間ノ学資補給ニテ学修ハ、到底不可能ノコトニツキ、此後少ナク尚一ヶ
年間ハ学修セシムルコトハ緊要」であると、王への学資補給を訴えた。
　その書類には、王道平の成績証明書も添付されており、研究生として、「図案実修　88
点」、「絵画　78 点」、「図学及実修　80 点」のなかなか優秀な成績を残している。それら
の甲斐あって、王は、一年間の延長（月額 50 円支給）が認められた（20）。ただし、補給期
間を半年残して、1936 年 3 月には修了、帰国し、武昌美術専門学校教員に就いている。
［李世澄の事例］
翌 36 年 3 月には、やはり工芸図案科研究生の李世澄【14】が、「立体図案ノ専攻、家具
設計図案、室内装置並設計及家具製作ニ関シ工場実修」をする必要があると、同様の申請
をし、同年 4月から 1年間の学資補給延長を認められている。なお、李のそれまでの成績
は、「図案応用　85 点」、「絵画　81 点」、「図学及実修　75 点」、「図案学   80 点」、「色彩
学　80 点」であった。
　李の関連資料には「履歴書」も添付されている。1908 年生まれの李は、1921 年江蘇省
立水産中学校卒、1924 年上海美術専門学校修業、1927 年上海新華芸術大学卒業。1928 年
景平女子中学美術教師、1929 年上海中華職業教育社三友社絵師、1931 年上海美亜紡織会
社模様部絵師。それらの経歴の後、1934 年に、東高芸の研究生になっている（21）。これを
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見ると、中国で美術等をしっかり学んだ上で、デザイナーとして働いていたが、さらなる
技術向上を目指し、東高芸に研究生として入り直していることが分かる。その上、さらに
日本の工場等で実地研修も果そうとしたことから、きわめて積極的人物像であった事が窺
える。李の帰国後については不明だが、こうした経験を活かした活躍をしたものと推測さ
れる。
［王元奇、孟繁智、呉啓瑶の事例］
1936 年 3 月、東京高等工芸学校教務課は、外務省文化事業部に宛て、次のような内容
の書類を提出している
「当校、特ニ工芸図案科ニハ多数ノ入学志願者有之、当校工芸図案科卒業帰国ノ暁ハ、
何レモ優秀人物ナル為メ、学校ノ校長其他重要ナル地位ニアル為メ、益々憧レ、当校主ト
シテ、工芸図案科研究生トナル目的ヲ以テ、渡来スルモノ、漸次多数ニ相成、来四月入学
ヲ志望スルモノ、既ニ現在六名ニモ達シ、本月中ニハ尚ホ増加スルコトト被考候ヘ共、何
分工業工芸方面ハ実修実験費ヲ相当要スル為メ（略－学科長等 3名が）平素外務省文化事
業部ヨリ該経費等ヲ補給方熱望致シ居ラレ候ニツキ、何卒可然御詮議御依頼申上候。（後
略）」。
　同じ綴中には同趣旨が別の書類で訴えられていた。「実修費ニ相当要スル為メ、僅カニ
毎年二三名以内入学ヲ許可致居状況ニ有之、僅カニ留学生ノ一部ガ留学ノ目的ヲ達成セシ
メ居ル事情ニ有之候（略）渡来スル留学生ハ増加スルバカリニシテ容易ニ収容出来得ズシ
テ、失望セシメ居ル次第ニ有之候。就テハ若シ御詮議ヲ以テ、適当ニ経費ノ補給御取計被
下候ヘバ、留学生モ折角ノ留学ヲ満足シ目的ヲ達成セラルル儀ニ御座候」云々。
　この一括文書には、東高芸の工芸図案科研究生を志願する 6名の名前、北平芸術学院卒
の王元奇【17】、上海美術専科学校卒の孟繁智【18】、中華芸術大学卒の呉啓瑶【19】、蘇
州美術専科学校卒の毛宗律、国立杭州芸術専科学校卒の李輯煕、上海美術専科学校卒の
兪溥が挙げられている（22）。しかし、結局入学できたのは、王、孟、呉の 3 名だけだった。
工芸図案の専攻希望者は多数いたが、彼らへの「補給」が十全でなかったことが窺えるだ
ろう。
［儲致忠の事例］
王道平の事例から、1930 年代後半に支給されていた「補給費」は月額 50円であったこと
が分かるが、1929 年ころは 30円ないし 50円だった。1929 年 4 月に儲致忠【8】が「増額
申請」をした時の書類には、「30円の補給費を更に増加して欲しい。なぜならば、油画具料
だけで、一ヶ月20～ 30円かかり、それ以外にも参考書などに多大の費用が必要だ」（23）と
いう趣旨が書かれていた。
　以上、美術関連の授業が含まれていた工芸図案科の留学生たちは相当の出費を覚悟する
必要があり、それゆえ、奨学金（補給費）の申請を重ねて行っていたことが、諸事例から
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明らかとなるのである。
2）中国学生たちの日本国内見学旅行
　外務省は 1923 年から、省内に文化事業部を設け、義和団事件の賠償金を運用資金とし
た中国に対する教育文化事業を展開していく。いわゆる「対支文化事業」である（24）。そ
こでは、留学生への奨学金（補給費）支給のほか、日本理解を深めるための国内見学旅行
も行われた。この見学旅行は 1926 年から 1941 年まで実施され、これに参加した学校の総
数は 82 校、参加留学生数は、3,400 名にのぼる（25）。
　東高芸では、1935 年 10 月に、留学生が「来年 3 月に帰国するので、内地見学旅行をし
たい」という要望を出したが、学校長から文化事業部長宛に出された書類には、「現在志
願者二名ヨリ無之候間、他校留学生ノ内地見学旅行ニ参加シ旅行致サス様、御取計被下
度」（26）とあり、東高芸留学生だけが少人数で行う旅行は認められなかったようである。
さらに、翌 1936 年 6 月、5 名の中国留学生を対象とし、「美術工芸ニ関スル内地見学旅行
為致度」と企画が申請されたものの、「遺憾ながら予算の関係上、詮議いたし難き」とし、
却下された。外交史料館に残る申請書には、見学予定地が記されているので、東高芸が留
学生にどこを見学させようとしたのかを、以下、紹介しておく。
　第一日（以下①のように示す）　東京を夜行列車で出発。②大阪。府立貿易館、府立商
工奨励館、市立工芸学校、大阪城。③大阪。島田硝子製作所、精版印刷会社、造幣局等。
④法隆寺、中宮寺、法起寺、唐招提寺、薬師寺。⑤奈良博物館、新薬師寺、春日神社、東
大寺、興福寺。⑤平等院、万福寺、法界寺、醍醐寺、鐘紡京都工場。⑦京都。府立染織試
験場、陶磁器試験所、市立工業研究所、島津製作所。⑧京都博物館、三十三間堂、清水
寺、南禅寺、銀閣寺、比叡山。⑨京都。西本願寺、嵐山、天竜寺、広隆寺、金閣寺、京都
高等工芸学校。⑩伊勢神宮。⑪名古屋城、日本陶器会社、安藤七宝店、愛知商工館。夜行
列車。⑫帰京。（27）
　見ての通り、12 日間（正味 10 日）にもわたり、関西地方をじっくり巡る企画であった。
見学先は神社仏閣見学が中心に据えられ、「最先端の工芸を見に行く」という意志はやや
弱いように思われる。彼らの多くが専攻する工芸は、美術にも関係していたため、史跡見
学も多く組まれたプランになったと推測されるが、日本の伝統や歴史を強く印象づけるか
の企画は、日中開戦直前の 1936 年という時代状況を反映している可能性も否定できない。
　東高芸留学生向けの見学旅行をめぐる史料は他に残っていないが、実は、1930 年 3 月、
印刷工芸科選科を修了した関漢勲【5】が、日本大学の留学生 10 名とともに西日本への見
学旅行を行っている。1929 年度の後半期には、3名の中国留学生が東高芸に在籍していた
が、そのうち、3 月に修了する関ひとりが、日大と合同で旅行することを認められたので
ある。
　関たちが訪問した場所は、次の通りである。4 月 7 日、東京から名古屋へ。8 日、名古
屋城、熱田神宮、鶴舞公園、観音堂、放送局。午後京都へ移動。9日、桃山御陵、清水寺、
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三十三間堂、円山公園、平安神宮、北野天満宮。10 日、御所、二条離宮、金閣寺、東本
願寺、西本願寺。11 日比叡山、琵琶湖。12 日、大阪城、中之島公園、通天閣、住吉神社。
13 日、放送局、宝塚、夜行列車で別府へ。14 日、別府到着。15 日、別府大仏、別府温泉
地獄めぐり。16 日、鍾乳洞、温泉地獄めぐり。17 日、別府から大阪へ。18 日、奈良大仏、
春日大社、三笠山。19 日、博物館、正倉院。夜行列車。20 日、東京着。（28）
　関の専門は印刷だったが、日大留学生たちは「専門部」で政治科、法律科、商科、社会
科をそれぞれ学んでいた。とは言え、この旅行は、放送局を除くと、先に紹介した東高
芸留学生の「幻の旅行」以上に、名所旧跡見物に徹した 2 週間だったようである。そも
そも、九州にまで足を伸ばす事は良いのだが、2 日間（往復を含めると 4 日間）もかけ、
じっくりと別府の「地獄めぐり」をした理由が分からない。
　一方、1935 年 2 月に、「満洲国」留学生 10 名が、神戸市の神戸製鋼を見学した際、東
京高芸留学生の馬克清（印刷工芸科選科生）【13】が、東京工業大学生 5 名、東京共立女
子職業学校生 1名、熊本高等工業学校生 3名とともにメンバーに入っている（29）。
3）東高芸キャンパスの「国際」化
　本節は、「東京高等工芸学校留学生の学園生活」と題したものの、主には、外交史料館
に残っている史料から、中国留学生の動向のみを示してきた。
　そこで、最後に東高芸の学生たちが加入していた「芝浦工芸会」の「会報」（1936 年 10
月発行）に載っていた「芝浦の国際風景」という短い記事を紹介しておく。
　「芝浦の国際風景／今学期から写真部に左の二名の外国人が特別入学者として入った。
ゴンサロ・アリサ（南米コロンビア政府派遣生）、エー・ケイ・チューテーヤ（印度マド
ラス洲）　これで現在芝浦学園には中華民国五名、印度人三名、南米人一名の計九名の外
国人が居る事となり、所々で国際気分を出して居る」（30）。
　筆者がまとめた年度別在籍者のグラフによれば、1936 年度は都合 12 名の留学生が在籍
したことになっているが、いずれにしても、同年は東高芸の留学生受け入れ史において、
突出して留学生数が多い年で、確かに「国際気分」が溢れていたようである。
3．東京高芸卒業留学生の帰国後の動向
①卒業生たちの帰国後の職業について
　本稿でまとめえた戦前期の東京高芸留学生の実数は 40 名であった。そのうち、卒業後
の仕事等が判明しているのは 13 名で、すべて中国籍、朝鮮籍の学生であった。職種別で
は、教員（一度でも履歴した人を含む）がもっとも多く、10 名にのぼる。特に、工芸図
案（美術系）を専攻した学生たちが多く、自らの出身校の教員になった者もいる。中国・
南京正中書局美術部に勤務し、美術書の作成出版に関わった人物も出た。それ以外で目に
付くのは、「印刷工芸」を学んだ朝鮮学生が東亜日報社の印刷部長を経験していることで
あろうか。
　これらの履歴は、『東京高等工芸学校一覧』等から確認できたものを掲げたにすぎない
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が、中国、朝鮮以外は、卒業後の連絡が滞ったためか、掲載されていない。当時、高等教
育課程での設置が珍しかったであろう「写真部」には、ロシア、インド、コロンビアの学
生も在籍しており、彼らが帰国後、どのような活躍をしたのかは興味あるが、今後の調査
に待つほかない。
　なお、金属工芸科を 1926 年 3 月に終えた陳洽【2】が、研究生期間が修了した後、「民
間機械工場於更向一年間実地研究希望竹屋精密機械科長申出科長本人希望諒民間工場斡
旋」したという史料も残る（31）。すなわち、陳はどこかの「民間工場」で何らかの実地研
修を経た上で、翌 28 年春、中国に戻ったようである。そして、ただちに上海中華職業学
校に就職し、その後も軍関係、民間工場で活躍した事は、別表に掲げた通りである。
②中国近現代史に名前を残した東京高芸留学生
　戦前戦中期の東高芸で学んだ留学生 40 名のうち、中国出身の高希舜【2】と王之英【9】
については、現代中国で高い評価を与えられていることが諸資料から明らかになるので、
それを簡単に紹介しておきたい。
1）高希舜【6】
　高は、1996 年中国で出版された『中国留学生大辞典』（周棉編、南京大学出版社）中に、
東高芸ＯＢの中で、唯一その名を確認できる人物である。その記述は比較的コンパクトな
ので、以下に全文を翻訳紹介しておく。
　高希舜（1896 ～ 1982）
字は愛林。一峰山人、あるいは清涼山人と号す。湖南省益陽の人。1915 年、長沙の
湖南第一師範学校に入学。毛沢東と同期だった。1918 年卒業後、第一師範附属小学校
で教鞭を取る。翌年、北京の国立美術専門学校に入り、卒業後、北京師範大学と北京女
子大学の教員となる。1927 年に公費で日本留学をし、東京高等工芸学校に入学。1931
年には、東京で絵画の個展を開き、日本の著名人から「画伯」と呼ばれた。同年帰国
し、南京美術専門学校を創設し、校長兼教授を務めた。1937 年、日中戦争勃発により、
学校を湖南・益陽に移転した。新中国成立後は、北京の京華芸術学院院長となり、中央
美術学院でも教えた。のち、文化部芸術研究院研究員になる。花鳥画に秀で、著名な作
品に『荷鴨図』が、画集に『高希舜画集』がある。
　高希舜は、2007 年に中国で出された『中国美術家大辞典』（趙禄祥編、北京出版社）に
も取り上げられているほか、インターネットで彼の名前を検索すると、中国のサイト上
で、相当数を発見することができる。その一つに、新浪網の「文化漫談　読者論壇」に掲
げられた「高希舜：桃花江から生まれた芸術大家」（32）がある。その日本時代の叙述部分を
翻訳して示したい。
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　「1927 年、日本に公費留学し、東京美術専門学校（筆者注：東京高等工芸学校が正し
い）に入学する。成績優秀により、「選抜生」となり、公費による十分な待遇を享受した。
その間、幅広い調査も行い、「浮世絵」を研究し、日本の民間芸術を学び、また西洋画の
デッサンと色遣いを自分のものにした。彼はまた友人と広く交際し、しばしば日本芸術界
の大家と画芸の腕を競った。当時、高が密接に行き来した日本画壇の有名人には横山大観
や赤誠素明（原史料ママ）などがいた。日本留学の数年間、彼は普通では考えられない勤
勉さを示し、多くの力作を創り出したのである。
　1933 年、彼が卒業する時、東京で個展を開いたが、それは日本の芸術界を沸き立たせ
た。彼の技術は精密で、しかも多少の日本的要素が入っていたため、彼の絵は日本民衆の
好感を呼び、絶大な支持を得た。この時出展した 120 余りの作品は、すべて買い取られ
た。つまり、彼の芸術は日本でも大きな反響を呼び、日本の芸術界から「画伯」の尊称を
与えられた。同年に彼は名誉をもって帰国したが、自身の美術教育事業への想いを忘れ
ず、日本の個展で得た所得をすべて教育振興に費やし、彼の妹婿―日本留学時代の同級生
であった章毅然―と、国立の南京美術専門学校を創設した」云々。
　なお、外務省外交史料中にも、留学生時代の高希舜をめぐる事項が僅かながら残ってい
る。月額 30 円の補給費を増額してほしいという請願をする史料に、高は「北京美術専門
学校ヲ首席ヲ以シ卒業シ、同校ヨリ選抜セラレ当校工芸図案科研究生トシテ、目下在学中
ノモノニ有之、思想健実技術優秀ノモノナルモ、学資不足ノ為メ、研究上不尠困窮ノモノ
ナルヲ以テ」云々、と記されている（33）。
　美術を専門とする留学生が学費支弁に苦しんでいたことは、先程来、紹介したことで、
高も例外ではなかった。ただ、その一方で、高が北京美術専門学校の「主席」であったこ
とは、彼がのちに大成する一因がすでにここに胚胎していたと納得されるのである。
　なお、鶴田武良が、「一九世紀末から現在に至る近百年来の中国画人約三〇〇〇名」の
略歴や所属団体等をごく簡潔にまとめた「近百年来中国画人資料」にも、高希舜は、「湖
南省。北京美専卒。一九二七年東京留学」と記した上、「一九五三年全国国画展覧会」に
関わった旨、それが「全国国画展覧会紀念画集」（人民美術出版社、1954 年）に載せられ
ている旨の情報が載せられている（34）。
2）王之英【9】
　中国の「東陽新聞網」2009 年 5 月 15 日付けに「美術大師　王之英」（35）が掲載されて
いる。その概要を訳して、下に示そう。
　　「王之英（1893 ～ 1990）。字は石之、王坎頭の出身。内モンゴル師範大学美術系教授、
国立北京芸術専門学校（現在の中央美術学院）の教授・校長、有名な美術教育家。
清朝の秀才であった之英の父は山水画をよく書いていたため、之英も幼少時から美術を愛
好するようになっていた。1916 年に浙江省立第七中学（高校）を卒業した後、東陽第七
小学校の教員を務めた。1921 年、之英は蔡元培が創立した国立北京美術専門学校に入り、
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24 年には、第 1 期卒業生中、第 2 位の好成績で卒業した。国立女子師範大学付属中学校
で教鞭を執ったが、その年、同窓生とともに北京の京華美術専門学校を創設して、自ら教
育と行政を担当した。同時に、北京務本女子大学の美術系主任兼教授、および北京《晨
報》の漫画専門コーナーの作家になり、毎日一枚の漫画を書くなどした。彼が書いた漫画
の諷刺性が軍閥の怒りに触れ、大軍閥・張宗昌に指名手配されたこともある。
　1929 年、王之英は日本へ渡り、東京高等工芸学校に入り、工芸図案と彫塑を 6年間しっ
かりと学んだ。彼は日本語を話す、書く、訳す能力に長け、また日本の女性の王君可を妻
に娶った。1934 年、修業し帰国、北京の中央公園（現　中山公園）で“王之英彫塑工芸
美術展”を開いた。のち河南へ行き、工芸専門学校を創設し、ほどなく国立北京芸術学院
（現　中央美術学院）に招聘され、彫塑の教授になった。1937 年、王之英は同校校長とな
り、著名教授たる徐悲鴻、齊白石などを招聘した。校長在職 8年、抗日戦争勝利後に、之
英は東北大学の工学院教授兼建築系主任となる。また、のちに之英は北京大学、清華大学
建築系教授も歴任する。
　1958 年、65 歳となった王之英は、北京の 2 つの芸術学院・芸術大学からの招聘を辞退
して、内モンゴル師範学院院長の依頼を受け、辺境地区を教育支援するため、内モンゴル
で美術事業のための人材育成に取り組んだ。　
　文革の際に、王之英は“美術界の最も反動的な学術権威”の帽子をかぶらされ、厳しい
批判を受けた。また、之英にとって、最大の打撃は秘蔵する芸術品をすべてなくしたこと
だった。しかし、彼が闊達かつ広い度量をもって、気にしなかったことは、教師や学生、
また友人が敬服するところとなった。
　王之英はおよそ 65 年美術教育に従事したため、教え子は至る所におり、その多くは美
術界の著名人になった。彼の名作《石の漫画》は、1924 ～ 1929 年の 6年間、北京《晨報》
に連載したものの精粋である。彼の彫塑工芸作品は非常に豊かなものだったが、残念なが
ら文革期に壊されてしまった。晩年は、常に書道を楽しんだ。
　芸術の生命は創造にある。王之英は芸術と芸術教育に対し、年齢とともに、学識を深
め、創造を続けたが、それは文化人の模範である。」
　王之英は、前掲した鶴田武良の「近百年来中国画人資料　一」に「王文英」と誤記され
た形で掲載されている。その記述内容は「一八九九～　。字石之。浙江省東陽県。東京高
等工芸学校卒。北京芸専教授。中華教育総会委員」（36）である。
3）王綱【3】
　鶴田武良の「近百年来中国画人資料　一」に、「王綱　工商美協。（三六）」とだけ書か
れた人物が挙げられている。東高芸ОＢと同一人物か否かは何とも言えないが、可能性は
ある。ちなみに、この略語は、1934 年から 47 年に上海にあった「中国工商業美術作家協
会」に所属していたことが、『（民国）三六年美術年鑑』から明らかになる（37）、というこ
とが示されている。
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4）商家堃【16】
　商家堃も、鶴田武良の「近百年来中国画人資料　三」に、「蘇州美専訓務主任（三六）」
とだけ記載されている（38）。（三六）は、上述した王綱の出典と同じである。商は蘇州美術
学校のОＢだったので、帰国後は、母校の教職員になったのであろう。
4．東京高等工芸学校（留学生）の特色―東京美術学校、東京高等工業学校との比較
①東京美術学校との関連において
　第 1 章でみたように、東高芸は戦前の高等教育機関の中でもきわめて特色ある学校で
あった。とりわけ、工芸図案科は美術系に隣接し、前章で見た高希舜、王之英のように、
帰国後、中国美術界で活躍する人材を輩出することになる。
　美術専攻と言えば、ふつう東京美術学校を想起するが、同校については、吉田千鶴子氏
の詳細な研究がある（39）。そこで、それらを参考に、美術系留学生の特質を見ていきたい。
　吉田氏によれば、戦前において東アジアからの美術留学生がまず目指したのは、1887
年に設置された東京美術学校である。同校は 1952 年に廃止されるまで、5799 人の卒業生
を送り出したが、そのなかに、中国から 103 人、朝鮮から 89 人、台湾から 30 人、その他
西欧を含む諸外国から 17 人の留学生が含まれていた（40）。
　そして、とりわけ東アジアの「留学生が目指したのは伝統美術関連の科ではなく、西洋
画科だった」とされ、志願者の 72％がそれを希望したという。すなわち、「留学生の多く
は西欧美術を学ぶために東京美術学校にやって来たのであり（略）東アジアの留学生たち
における一般的傾向、つまり、日本の教育機関を介して西欧先進技術を学び取ろうとする
傾向に符号する」状況であった（41）と述べる。また 103 名と最大勢力をなす中国からの留
学生は、1905 年に一人目が入学した後、「来校の推移を見ると、1923 年を境に朝鮮人生徒
が急増するのに対し、やや減少傾向が生じ、1937 年の日中戦争開始に至って、全員帰国
という事態が起こり、その後は、極端に減少する」（42）との見通しを示している。
　また、吉田は中国留学生が官展や二科展に挑戦し、入選した学生も出たことを紹介する
とともに、1931 年には、「中華留日学生作品展」が東京で開かれ、50 名余りの学生が 300
を超す作品を出したこと、1934 年にも、東京府美術館にて、学生の作品による「中華美
術展覧会」が開かれたことを記載している（43）。
　本稿では、高希舜【2】が 1931 年に個展を開き、高い評価を受けたことを見たが、少な
くとも日中戦争開戦以前には、美術を通じた文化交流が積極的に行われていることをめぐ
る研究も少なくない（44）。
　さて、吉田氏は、さねとうけいしゅう『中国人日本留学史』（45）に掲げられた「年度別各
学校卒業中国人数一覧表」（1901 年から 1939 年の間の数値）を用い、中国留学生の総数
計が 11966 名であるのに対し、東京美術学校が含まれているであろう「芸術 7校」の数値
が、72 名に過ぎない（東京美術学校の中国人卒業生数は 45 名）ことをもって、「芸術の
教育を受けるために来た中国人の割合は極めて小さかったことが推測できる」（46）と述べて
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いる。本稿で見てきた東京高等工芸学校時代の中国留学生で卒業に至った者は 15 名いる。
この学生たちは、おそらく「工業 18 校」の 979 名に含まれていると思われる。しかし、
いずれにしても、美術系留学生は少数派であり、東高芸ＯＢが、帰国後、美術系の大学や
専門学校の教職にただちに就けた一つの理由は、そこにあったと考えられる。
　なお、2005 年に中国で発刊された『中国近現代美術史』という概説書に「中国近現代
美術界留（游）学人員名録」という付表が掲載されている（47）。そこには、1887 年から
1951 年までに美術を学ぶため、海外に出かけた 436 名の姓名、出国、帰国時期、留学先
がまとめられている。そのうち、日本に留学した人は 272 名で、全体の 62％に及ぶ。こ
の中には、日本を経て、他国に留学した人も若干含むが、日本以外の地域に留学した人数
は 164 名に留まっている。この日本留学者 272 名には、特定の学校への留学だけでなく、
「日本」とのみ書かれた人（ある場合は「自己申告」の人）も含まれている（48）。
　そのうち、最大の留学先はやはり東京美術学校の 126 名で、全体の 46％にも及ぶ。先
に挙げた吉田氏の数値とは異なるが、正式な在籍生以外を含んでいることは確実で、実際
の数値はもう少し下るだろうが、いずれにしても日本への美術留学イコール東京美術学
校、とされた事がこの数値からも確認できる。
　この表には東京高等工芸学校に関わった名前も 16 名挙げられている。一方、同じ「工
芸」の名を持つ京都高等工芸学校卒業生とされるのは 19 名（49）、東京高等工業学校卒業生
は 1名だけである。後者は 1906 年出国の学生、前者は 1913 年卒業生を 1人目とし、最後
の 19 人目は 1928 年の卒業生である。その一方で、1928 年前後の東高芸卒業生累計はま
だ 5名に留まっていた。その後、東高芸で 11 名の中国留学生が学んでいることから、「美
術隣接の工芸領域」との限定の下でだが、1920 年代末以降に、この分野の留学先が、京
都高等工芸学校から、東京高等工芸学校へとシフトした可能性があることを指摘しておき
たい。
　
②東京高等工業学校との関連において
　東高芸への留学生は、「工芸図案」を学んだものが多かったが、同校が広義の「工業」
系学校であるとすれば、東京高等工業学校（現東京工業大学）との関連にも多少言及する
必要がある。
　東京高等工業学校は、1881 年創設の東京職工学校がその起源とされ、当初の学科は化
学工芸科と機械工芸科の 2 つであった。1890 年に東京工業学校と改称し、化学工芸部の
中に、染織工科、陶器玻璃工科、応用化学科を、機械工芸部の中に、機械科、電気工業科
を置く改組を行った。1901 年に東京高等工業学校と改称されるが、それに前後して 1900
年に工業図案科（1914 年廃止）が、また 1902 年に建築科が置かれた。そして、1929 年、
東京工業大学（旧制）へと昇格した際には、染料化学、紡織学、窯業学、応用化学、電気
化学、機械工学、電気工学、建築学の 8学科を擁する学校になっていた。
　同校への最初の留学生は、1896 年の朝鮮学生で、染織工科と応用化学科に 6 名が入学
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した。1901 年には、中国（清国）留学生が、応用化学科に 2 名、機械科 2 名、電気化学
分科 1 名が入学した。この年には、インド学生 3 名も入学しており、翌 1902 年には、中
国、インド、韓国を併せ、16 名の留学生が在籍していたとされる（50）。
　日露戦争後には、日本留学を希望する中国人急増に対処するため、清国政府は、日本の
官立学校への入学特別枠設置を要求し、1907 年にいわゆる「五校特約」を締結する。こ
れは、第一高等学校に 65 名、東京高等師範学校に 25 名、東京高等工業学校 40 名、山口
高等商業学校 25 名、千葉医学専門学校には 10 名の枠を設け、総計で 165 名の留学生を、
清国側（学生の出身省政府）の経費負担によって、1908 年から 15 年間、受け入れること
を定めたものである。そのため、以後、東京高等工業学校は「工業」系の修学を希望する
中国留学生を相当数受け入れて行くことになるのである。
　ちなみに、戦前期において中国留学生を管轄する役割を担っていた「日華学会」が発行
していた留学生名簿によれば、満州事変勃発の直前にあたる 1931 年 5 月の調査で、日本
全体の中国留学生が 2972 名であったのに対し、東京工業大学は 92 名もの学生を受け入れ
ていた。ちなみに、東高芸の中国留学生は 2 名だけであり、東京美術学校も 13 名に過ぎ
なかった（51）。また、盧溝橋事件前の 1937 年 6 月には、中国学生の総数（いわゆる「満洲
国」籍を含む）は 5945 名もおり、東工大も 126 名の留学生を抱えていた。この時、東京
美術学校は 14 名と 6年前と同程度だったが、東高芸の中国留学生はゼロとされている（52）。
　ところで、全国の高等工業学校の設置学科は、1937 年 4 月段階で、機械 16、電気 10、
応用化学 9、土木 7、建築 6、紡績機械等 5、色染 4、冶金 3、採鉱鉱山 2、図案 2、精密機
械 2、造船 1、窯業 1、電気化学 1、燃料 1、醸造 1、製薬工業 1、鉱山機械 1、金属工芸 1、
木材工芸 1、印刷工芸 1、写真 1、であったとされる（53）。
　1937 年度の東高芸の学科編成は、工芸図案科（附　工芸彫刻部）、金属工芸科、精密機
械科、木材工芸科、印刷工芸科、写真部、木材工芸別科であり（54）、他の高等工業に存在
しないユニークな学科ばかりであったことを改めて確認できるのである。
　なお、戦前期において、「工芸」の名を含む学校としては、ほかに京都工芸専門学校
（現京都工芸繊維大学）があった（55）ことは先に触れた。同校は 1902 年の創設で、東高芸
より 20 年余り先行した歴史を持つ。設立当初の学科は、色染、機織、図案の三科であり、
特に「図案」が学べる学校としては、東京美術学校、東京高等工業学校に次ぐものであっ
た。東京高等工業学校の図案科が 1914 年に廃止されたことが、結果として、東京高等工
芸学校の設置（1922 年）に繋がったことも、既に述べた通りである。このように「図案」
科の存在は、全国的に見てもきわめて少なく、そこに、東高芸の特色が改めて確認できる
だろう。
　なお、京都工芸と東京工芸の違いとして、「東京での「図案」は、伝統工芸の図案では
なく、輸出用工芸を中心とした、広義の図案を想定していたと指摘されている。ここに東
京と京都の相違を見ることができる」（56）との指摘もされている。その意味では、京都工芸
専門学校への留学生と比較する必要を感ずるが、詳細は後日の課題とせざるを得ない。
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③「帝国工芸会」と中国との関わり
　最後に、「東京高等工芸学校とその留学生」という主題から少しずれるが、紹介してお
きたい史料がある。
　1926 年に結成された「帝国工芸会」は「工芸振興の輿論喚起はすべからく大同団結に
よるべしとの見地から、「本邦工芸ノ産業化並ニ其ノ進歩発達ヲ図ル」ことを目的」（57）とす
る産業デザインの振興団体である。設立当時の人員が会長から常議員まで総勢 124 名とい
う初の大規模な組織であり、東高芸の教員たちも、その主要メンバーであったが、この帝
国工芸会が発刊した『支那工芸図鑑』を 1933 年に、中国および満洲各地の学校や図書館
に送ろうとする動きがあった。
　外務省の文化事業部がそのために補助金を支出した記録が外交史料館に残っている。す
なわち、これら全 5 巻を寄贈することは、「隣邦斯学研究者ヲ裨益シ、一面本邦ニ於ケル
支那美術工芸品及其ノ研究ヲ紹介スル意味トモナリ、対文化事業トシテ有意義ナル計画ト
認メラルル」とされ、総計 3000 円をもって、次の 20 ヶ所に寄贈されている。北平図書
館、北平大学、故宮博物館、銭稲孫、東方文化図書館籌備処（以上、北京）、中央大学、
大高同学会（以上、南京）、中央研究院、中華学芸社、上海自然科学研究所（以上、上海）、
広東省立図書館、中山大学、嶺南大学（以上、広東）、湖北省立図書館（漢口）、山西公立
図書館（太原）、河北省立第一図書館（天津）、厦門大学（厦門）、浙江省立図書館（杭州）、
省立山東図書館（済南）、満洲国立図書館（奉天）。（58）
　これらから、工芸関係者が、1930 年代の中国とどのような関連を持とうしたのか、そ
の一端を窺うことができるのだが、こちらの掘り下げも今後の課題となる。
おわりに
　東京高等工芸学校の創設に大きく関わったのは、安田禄造だが、彼が 1916 年の新聞紙
上で、「工芸教育には二つの主義あり。一は美術を本位とするものと二は商品を本位とす
るもの、是なり。前者は工芸をして成るべく美術に近づけんと務むるものにして、販路及
価格如何の問題は之を度外に置き、天下一品的の製品を作るを目的とするものなり。之に
反し、後者は其の目的は多く売るにあり。売りて利益を得るにあり。又之を以て富国の一
財源たらしめんとするものなり」（59）と述べている。この史料を引用した柏木博氏は、安田
が 2 つの提起をし、「ひとつは美術工芸、そしてもうひとつは量産を前提とした商品をつ
くるための教育だという。モダンデザインでは後者の立場が優位性を持つことになった。
そして、東京高等工芸学校もまた、後者の立場からの教育を行うことになった」（60）と書
く。
　たしかに東高芸は近代日本においてそうした分野で主導的な役割を果たしてきた。本
稿で見て来た戦前期における東京高等工芸学校への留学生は、20 余年間に 40 名であり、
数的には多いと言えない。しかし、たとえば中国留学生の修了後の動向に着目すれば、
「美術工芸」への期待も高かったことが確認できる。本稿で参照した『中国近現代美術史
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（1911 － 1949）』には、「中国の民間工芸美術は、西洋経済侵略の衝撃にあったが、第一次
世界大戦期に息をつくことができ、一定の新しい発展があった。そして、多くの作品が国
際展覧会で賞を得た。（略）中国美術の近現代化は、単調的な封建体制から東西美術の融
合に向かい、古きを改めて、革新していくものであった」（61）と書くが、そうした時代状況
に棹差す知識や技術を、中国留学生たちは東高芸で修得していったと考えられる。
　東高芸には、工芸図案、木材工芸、印刷工芸、写真など、他の工業系あるいは美術系学
校にないユニークな専門教育を受けるため、優秀な学生が集まり、とりわけ、工芸図案を
専攻した中国留学生が、帰国後、美術関連の教育者や画家となり、近代中国の斯界に貢献
したことは、特筆されて良いだろう。
　そして、東高芸と他の工芸系あるいは美術系、はたまた工業系学校への留学生との比較
は不十分に留まったが、東高芸留学生の概要を示すことはできたと考えている。
　本論を終えた上で付言しておきたいことがある。1949 年の新制「千葉大学」に継続さ
れていく高等教育機関への留学生の動向をまとめる目的を持った筆者の論考は、これで、
三作目となる。千葉大学の前身に当たる旧制学校には千葉師範学校（現教育学部）もある
が、現在の調査では、戦前期に外国人学生はいなかった模様である。したがって、今回の
論考で、「戦前期における千葉大学留学生受入れ史」は三部作として、一応の完結とした
い。もちろん、本稿および旧稿に不十分な面は多々あり、今後も継続的な史料渉猟作業は
必要となる。また、その一方で、たとえば医学、園芸学（農学）など、専門を同じくする
他の学校における留学生受入れとの比較をより本格化することによって、狭義の千葉大学
史に留まらぬ、戦前期の日本留学生受入史全体を通観する方向も模索し続けていきたい。
《付記》
　本稿作成にあたり、千葉大学工学同窓会事務局の甘利節子さんには、大変お世話になり
ました。記して感謝を申し上げます。
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